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＜連絡事項＞
・5/3～5/6までモーニングはありませんので、リーダーは忘れず当直Drのサインを貰って下さい。
＜患者様連絡事項＞
・播磨　克子様～白梅荘スタッフより連絡あり、希望でご本人の内服薬や外用薬、点眼薬　　　　　　　の薬剤情報をFAXしている。
・石切　久様～14:00青山荘スタッフ迎えにて退院となっている。

＜要注目患者様＞　
・畑中　成夫様～他者との交流みられるが、逸脱した行動はない。日課も支障なく行っている。
・小豆畑　裕介様～時々小声の独語や空笑あるも、病棟プログラムには支障なく参加されている。表情穏やかで易怒性なし。
・鈴木　和則様～10:30療養環境変更目的で西病棟Aユニット50号室より、北病棟303号室に転入となっている。一時的に病室に対する不満を訴えているが、午後には表情穏やかに過ごされている。
＜村上Dr.診察情報＞
・高橋　康満様～全身の掻痒感がある事を訴えている。手の届く範囲の広範囲にわたって掻き傷あり。1日2回など、適宜軟膏等回数を増やし保湿に配慮し、掻き傷が増加しないよう配慮していくよう指示あり。排便状況変わらず、トイレでの唸り声続いているため、モビコール増量処方となっている。
・中野渡　鉄男様～表情穏やか。施設に関連した不安の訴えはない。処方変更なし。
・十日市　利喜様～処方変更なし。
＜皮膚科診察＞
・淡路　智恵子様～爪剪り処置施行。同処置継続。
・赤石　陽介様～臀部創部皮膚乾燥している。掻痒感ありエキザルベ軟膏塗布の指示あり。
　　　　　　　その他同処置継続。

・出河　攻様～左足第１趾の爪、丁寧に外用薬を塗布するようDr.より説明あり。
・播磨　克子様～同処置継続。ヘパリン類似物質クリーム1本処方。
・島守　淳様～爪剪処置施行。テルビナフィン外用液1本、テルビナフィンクリーム1本処方あり。
・中村　豊様～足趾の爪を切りすぎない様Dr.より説明受けている。
・冨田　幸生様～テルビナフィン外用液1本処方あり。
・大久保　すい様～症状軽減している。同処置継続。
・船場　幸子様～足趾の爪切り過ぎない様、Dr.からも説明あり。
・高橋　康満様～手の届く範囲、広範囲で掻き傷あり。内服薬フェキソフェナジン→タベジール2T 2×1/朝夕食後に変更となり、 7日分処方となっている。本来皮膚科病棟に入院を要する、要処置の症例でもあり、出来るだけ掻き傷を作らないよう対応するよう指示あり。爪にはやすりを用いてケアするよう指示あり。
・平　京子様、井上　和美様、山谷　由香様、小豆畑　介様～同処置継続。
※皮膚科の診察の患者様の人数が増加しているため、皮膚科Dr.指示により症状に合わせて

1回/2Ｗの診察で良い方の調整をしています。
